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平成 年 月 日

技 術 報 告 書 （高調波測定記録）

□ 検討用 □ 参考用 回 答 □ 要

□ 確認用 □ 依頼用 □ 不要 測定者 小林電気保安管理事務所

■ 承認用 □ 回答希望日 小林 茂次

件 名 高調波測定結果報告

・場 所

・住 所

・測定日時 平成１０年１１月２４日 ～ 平成１０年１１月２６日

・需要設備 受電電圧 6.6 KV 最大電力 900 KW

Ａ．測定個所

電圧： 受電電圧用ＰＴ２次（6,600/110V) 測定器のﾁｬﾝﾈﾙ１（CH1)に接続

電流： 受電電流用ＣＴ２次 (200/5A) 測定器のﾁｬﾝﾈﾙ２（CH2)に接続

Ｂ．高調波測定 （瞬時解析）

１．各種パラメーター

・高調波実効値 各入力信号の基本波～40次まで高調波成分の実効値

・高調波含有率 入力信号に対する各次高調波成分の含有率（％）

基本波の含有率を100％として計算

（ｎ＝次数）

・総合実効値 全高調波成分の実効値の和

（ｎ＝次数）

・総歪率－Ｆ 基本波に対する全高調波の割合（％）、Ｆは Fundamental

（ｎ＝次数）

・総歪率－Ｒ 総合実効値に対する全高調波の割合（％）、Ｒは ＲＭＳ

（ｎ＝次数）

・高調波有効電力 交流の瞬時電力が１周期間に行う仕事量の平均値

(有効電力)n＝√３×(電圧実効値)n×(電流実効値)n×cos(電力位相角)n

(n = 1～40)
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